
宇
都
宮
大
学
連
携
歴
史
講
演
会

宇
都
宮
藩

戸
田
家
の
歴
史

▽
日
時　
11
月
30
日（
日
）午
前

10
時
～
正
午
。

▽
会
場　
市
役
所
14
階
大
会
議

室
。

▽
内
容　
髙
山
慶
子
さ
ん
（
宇

都
宮
大
学
准
教
授
）
に
よ
る
、

宇
都
宮
城
主
の
戸
田
家
と
宇
都

宮
藩
に
つ
い
て
の
講
演
。

▽
対
象　
市
内
在
住
か
通
勤
通

学
し
て
い
る
人
。

▽
定
員　
先
着
100
人
。

▽
申
込　
往
復
は
が
き
の
往
信

に
「
歴
史
講
演
会
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
、
返
信
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
書
き
、
11
月
20
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
〒
320
‐
8540
市

役
所
文
化
課
☎（
632
）２
７
６
４
へ
。

応
募
は
１
通
１
人
ま
で
。

大
切
に
語
り
継
が
れ
る

う
つ
の
み
や
民
話
の
集
い

▽
日
時　
11
月
22
日（
土
）午
後

２
時
30
分
～
３
時
30
分
。

▽
会
場　
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
明
保
野
町
）。

▽
内
容　
下
野
民
話
の
会
・
野

州
語
り
の
会
・
民
話
楽
々
会
・

栃
木
の
民
話
が
た
り
か
ま
ど
の

会
・
絆
の
会
に
よ
る
、「
鬼
怒

川
を
走
っ
て
渡
っ
た
男
」「
泉

の
酒
」
な
ど
の
民
話
語
り
。

問
文
化
課
☎（
632
）２
７
６
８

健
康
を
応
援

ス
ポ
ー
ツ
健
康
体
力
相
談

▽
日
時　
12
月
３
・
17
日（
水
）、

Ａ
コ
ー
ス
＝
午
前
10
時
30
分
～

正
午
、
Ｂ
コ
ー
ス
＝
午
後
１
時

～
２
時
30
分
。

▽
会
場　
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー

ナ
宇
都
宮
（
元
今
泉
５
丁
目
・

市
体
育
館
）。

▽
内
容　
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
、
目
的
・
体
力
に
応
じ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
。

▽
対
象　
体
力
の
向
上
を
目
指

す
人
や
健
康
的
に
シ
ェ
イ
プ
ア

ッ
プ
し
た
い
人
。

▽
定
員　
各
先
着
10
人
。

▽
費
用　
500
円
（
受
講
料
）。

▽
申
込　
11
月
４
日
午
前
９
時

か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
☎（
663
）

 
１
６
１
１
へ
。

ド
リ
ー
ム
プ
ー
ル
か
わ
ち
で

水
泳
教
室

▽
日
時　

平
成
27
年
１
月
７
・

14
・
21
・
28
日
、
２
月
４
・

18
・
25
日
、
３
月
４
日
、
午
後

３
時
10
分
～
４
時
。
全
８
回
。

▽
会
場　
ド
リ
ー
ム
プ
ー
ル
か

わ
ち
（
白
沢
町
）。

▽
内
容　
水
泳
の
基
礎
を
学
ぶ
。

▽
対
象　
市
内
に
在
住
か
通
勤

し
て
い
る
社
会
人
。
今
年
度
受

講
し
た
人
は
受
講
不
可
。

▽
定
員　
抽
選
15
人
。

▽
費
用　

１
６
６
０
円
（
受
講

料
）。

▽
申
込　
往
復
は
が
き
の
往
信

に
、
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
、
返
信
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
書
き
、
11

月
28
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

〒
329‐1102
白
沢
町
１
７
９
１
―

３ 

、
ド
リ
ー
ム
プ
ー
ル
か
わ
ち

☎（
673
）０
２
１
２
へ
。

特
別
公
開
講
座

在
宅
死
の
心
が
ま
え

▽
日
時　
11
月
28
日（
金
）午
前

10
時
～
11
時
30
分
。

▽
会
場　
南

。

▽
内
容　
松
永
安あ

優ゆ

美み

さ
ん（
医

師
）
に
よ
る
、
超
高
齢
社
会
を

目
前
に
し
て
の「
幸
せ
な
最
期
」

を
迎
え
る
た
め
の
心
構
え
に
つ

い
て
の
講
話
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
成
人
。

▽
定
員　
抽
選
40
人
。

▽
申
込　

11
月
７
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
は

が
き
（
講
座
名
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
性

別
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
明
記
）

で
、
〒
321‐0107
江
曽
島
２
丁
目

４
―
23
、
南

☎（
645
）０
０
０

６
へ
。

教
室
・
講
座

◎ハクビ京都きもの学院栃木校きもの講座　▽日時　11月９日（日）午前 10 時～午後３時 30 分。きもの
講座は午後１時～▽会場　旧篠原家住宅（今泉１丁目）▽内容　平安朝から現代のきものについての講座
と展示▽費用　大人 100 円、小中学生 50 円（入館料）。問ハクビ京都きもの学院栃木校☎（621）1145、
旧篠原家住宅☎（624）2200

ふるさと料理講座の
受講生を募集します

　宇都宮伝統文化連絡協議会会員、河宇地区農業
士パートナーによる、宇都宮に伝わる食文化や伝
統、地産地消などを学ぶふるさと料理講座受講生
を募集します。
▽日時・内容　下の表の通り▽会場　豊郷 （岩曽
町）▽対象　市内在住の人▽定員　先着 25 人▽費
用　3,000 円（材料費）▽申込　11 月４日午前９
時から、直接または電話で、宇都宮伝統文化連絡
協議会事務局（文化課内）☎（632）2768 へ。
回 日　　時 内　　　　　容

１
11月13日（木）
午前10時～午
後１時

「農にまつわる行事や祭りと行事食
について」と題した講話と、手打ち
そば・けんちん汁などの調理実習

２
11月20日（木）
午前10時～午
後１時

「宇都宮の農産物について」と題し
た講話と、野菜料理を中心にしたお
煮しめ・いもぐしなどの調理実習

３
11月27日（木）
午前10時～午
後１時

「食文化の伝承に向けて　今伝えた
いふるさとの味」と題した講話と、
小麦まんじゅう・牛乳かんなどの調
理実習

４
12 月４日（木）
午前10時～午
後１時

「川魚を食卓にのせよう」と題した
講話と、あゆめし・小魚の南蛮漬け
などの、川魚を使った調理実習

５
12 月11日（木）
午前10時～午
後１時

「お正月を迎える行事と食事」と題
した講話と、おせち・しもつかれな
どの正月料理実習
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◎宇都宮スポーツGOMI（ごみ）拾い大会参加チーム募集　▽日時　11月23日（日・祝）午前 10 時 30
分～午後 0 時 30 分（午前 9 時 30 分受け付け）▽集合場所　青少年活動センター（今泉町）▽内容　制
限時間内に拾ったごみの量と質をポイントで競う▽定員　1 チーム 3 ～ 5 人。先着 100 人。未就学児は
保護者同伴▽申込　ファクスまたは E メール（代表者の住所・氏名・電話番号・チーム名・参加者氏名
を明記）で、青少年団体連絡協議会☎（663）3155、 （662）6540、 u.seidanren@gmail.com へ。

サ
ン
・
ア
ビ
カ
ッ
プ

卓
球
大
会

▽
日
時　
12
月
６
日（
土
）午
前

９
時
～
午
後
１
時
。

▽
会
場　
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ

ー
ズ
（
屋
板
町
）。

▽
内
容　
参
加
者
の
交
流
を
目

的
と
し
た
卓
球
大
会
。
硬
式
部

門
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
部
門
あ
り
。

▽
対
象　

16
歳
以
上
の
人
（
障

が
い
の
あ
る
人
優
先
）。

▽
定
員　
先
着
70
人
。

▽
申
込　
11
月
３
日
午
前
９
時

か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
（
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
）
で
、
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ

ィ
ー
ズ
☎（
656
）

 

１
４
５
８
へ
。

南
図
書
館
開
館
３
周
年
記
念

谷
川
俊
太
郎
・
今
村
幸
治
郎

対
談

▽
日
時　
平
成
27
年
１
月
24
日

（
土
）午
前
10
時
～
11
時
30
分
。

午
前
９
時
30
分
開
場
。

▽
会
場　
南
図
書
館（
雀
宮
町
）。

▽
内
容　
臼
井
佳
子
さ
ん
（
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）の
進
行
に
よ
る
、

谷
川
俊
太
郎
さ
ん
（
詩
人
）
と
、

今
村
幸
治
郎
さ
ん（
絵
本
作
家
）

の
対
談
、
絵
本
の
朗
読
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
上
映
。

▽
費
用　

２
０
０
０
円
（
入
場

料
）。
全
席
自
由
。

▽
申
込　

11
月
６
日
か
ら
、
直

接
、
南
図
書
館
ま
た
は
文
化
会

館
プ
レ
イ
ガ
イ
ド（
明
保
野
町
）、

紀
伊
國
屋
書
店
宇
都
宮
店
（
馬

場
通
り
３
丁
目
）
へ
。
未
就
学

児
入
場
不
可
。

問
南
図
書
館
☎（
653
）７
６
０
９

チ
ャ
レ
ン
ジ
ジ
ャ
ン
プ

う
つ
の
み
や
大
な
わ
と
び
大
会

▽
日
時　
平
成
27
年
１
月
18
日

（
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
。

▽
会
場　
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー

ナ
宇
都
宮
（
市
体
育
館
）。

▽
内
容　
大
縄
を
制
限
時
間
内

に
何
回
跳
べ
る
か
を
競
う
。

▽
対
象　
小
学
生
以
上
の
15
人

以
内
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
。

▽
定
員　
先
着
70
チ
ー
ム
。

▽
費
用　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０

円
（
参
加
料
）。

▽
申
込　
11
月
４
日
午
前
９
時

か
ら
、
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ

宇
都
宮
（
市
体
育
館
）・
清
原
体

育
館
（
清
原
工
業
団
地
）・
雀

宮
体
育
館
（
南
町
）・
明
保
野

体
育
館
（
明
保
野
町
）
に
置
い

て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
き
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
☎

（
663
）１
６
１
１
、
（
663
）０
０

６
７
へ
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ス
タ
ジ
オ
ラ
イ
ブ

▽
日
時　
11
月
24
日（
月
・
休
）

午
後
２
時
～
４
時
。

▽
会
場　
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
（
中
今
泉
３
丁
目
）。

▽
内
容　
凛
―
Ｌ
リ

ン
ｉ
ｎ
ｎ
―
、

ま
り
ち
ゃ
ん
ズ
、
鯵
缶
に
よ
る

ス
タ
ジ
オ
ラ
イ
ブ
。

▽
定
員　
先
着
50
人
。

▽
申
込　
11
月
５
日
午
前
11
時

か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
☎（
638
）

５
７
０
４
へ
。

わ
く
・
わ
く
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

in
う
つ
の
み
や
２
０
１
４

入
賞
作
品
巡
回
展

▽
期
間
・
会
場

11
月
14
～
16
日
＝

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

（
新
里
町
）。
11
月

20
～
22
日
＝
オ
リ
オ
ン
AC
ぷ
ら

ざ
（
江
野
町
）。
11
月
28
～
30

日
＝
ベ
ル
モ
ー
ル
（
陽
東
６
丁

目
）。
12
月
５
～
７
日
＝
東
武

宇
都
宮
百
貨
店
（
宮
園
町
）。
12

月
12
～
14
日
＝
ア
ピ
タ
（
江
曽

島
本
町
）。
12
月
19
～
21
日
＝

南
図
書
館
（
雀
宮
町
）。

▽
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分
。
オ
リ
オ
ン
AC
プ
ラ
ザ

と
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
は
午
後

４
時
ま
で
。

▽
内
容　
障
が
い
の
あ
る
人
の

ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し

た
絵
画
や
造
形
物
な
ど
の
作
品

の
巡
回
展
。

問
障
が
い
福
祉
課
☎（
632
） ２
２

２
８う

つ
の
み
や

地
域
教
育
メ
ッ
セ

出
展
者
募
集

▽
日
時　
平
成
27
年
２
月
15
日

（
日
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
２

時
30
分
。
搬
入
は
２
月
14
日
。

▽
会
場　
南
図
書
館
。

▽
募
集
内
容　
ブ
ー
ス･

パ
ネ

ル
展
示
＝
模
造
紙
１
枚
程
度
で

PR
事
項
の
パ
ネ
ル
展
示
と
説
明
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
＝
来
場
者
が
体

験
で
き
る
工
作
・
昔
遊
び
・
科

学
遊
び
な
ど
の
指
導
・
実
演
。

▽
対
象　
学
ん
だ
こ
と
を
地
域

で
生
か
す
地
域
教
育
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
地
域
で
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
、
こ
れ

か
ら
行
う
意
欲
が
あ
り
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
協
力
で
き

る
個
人
ま
た
は
団
体
。
営
利
・

政
治
・
宗
教
に
関
わ
る
個
人
・

団
体
や
、
公
序
良
俗
に
反
す
る

も
の
は
対
象
外
。

▽
申
込　

11
月
21
日
ま
で
に
、

人
材
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー
（
中

央

４
階
）
ま
た
は
各

・

に
置
い
て
あ
る
申
込
書
（
市

か
ら
も
取
り
出
し
可
）
に
必
要

事
項
を
書
き
、
直
接
ま
た
は
送

付・フ
ァ
ク
ス・Ｅ
メ
ー
ル（
住
所・

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号

を
明
記
）
で
、
〒
320
‐0806
中
央
１

丁
目
１
―
13
、
人
材
か
が
や
き

セ
ン
タ
ー
☎（
632
）６
３
３
２
、

（
632
）６
３
３
６
、

u4606
@city.utsunomiya.tochigi.
jp

へ
。

宇
都
宮
美
術
館
館
外
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト　
お
じ
さ
ん
の
顔
が
空
に

浮
か
ぶ
日
公
開
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

▽
日
時　
11
月
23
日（
日
・
祝
）

午
後
３
時
～
５
時
。

▽
会
場　
下
野
新
聞
Ｎニ
ュ
ー
ス

Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｃカ

フ

ェ

Ａ
Ｆ
Ｅ
２
階
（
江
野
町
）。

▽
内
容　
「
現
代
芸
術
活
動
チ

ー
ム
目
」
と
作
品
コ
ン
セ
プ
ト

を
共
有
し
、
市
内
の
空
に
現
れ

る
「
お
じ
さ
ん
の
顔
」
作
品
の

関
連
事
業
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
。

問
宇
都
宮
美
術
館
☎（
643
）０
１

０
０

催
　
し

お
知
ら
せ

イ
ン

文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ
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市
民
芸
術
祭

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
者

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

▽
日
時　
12
月
20
日（
土
）午
後

２
時
～
。

▽
会
場　
市
文
化
会
館
（
明
保

野
町
）。

▽
内
容　
平
成
27
年
６
月
28
日

に
発
表
会
を
行
う
市
民
芸
術
祭

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
サ
ウ
ン
ド 

オ

ブ 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
キ
ャ

ス
ト
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
選
考
。

▽
対
象　
市
内
に
在
住
か
通
勤

通
学
し
て
い
る
５
歳
以
上
の
人
。

（
高
校
生
以
下
は
、
保
護
者
の

同
意
が
必
要
）。

▽
定
員　
30
人
。

▽
選
考　
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

▽
費
用　
合
格
者
の
み
２
万
円

（
受
講
料
、音
響・照
明
料
な
ど
）。

▽
申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
・

送
付
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
演
劇
経
験
の
有
無

を
明
記
）
で
、
12
月
６
日
（
必

着
）
ま
で
に
、
〒
320
‐
8570
市
文

化
会
館
☎（
636
）２
１
２
５
、 

（
635
）３
５
９
３
、

uaf@
uac

f.jp

へ
。

▽
そ
の
他　
無
審
査
キ
ャ
ス
ト

も
募
集
中
。
詳
し
く
は
、
市
文

化
会
館
へ
。

美
術
作
品
発
表
の
場
創
作
事
業

ド
コ
デ
モ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
作
品

を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で

展
示
す
る
絵
画
の
未
発
表
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

▽
期
間　
①
12
月
15
～
19
日
②

平
成
27
年
１
月
５
～
９
日
。

▽
規
格　
10
号
～
15
号
。

▽
応
募
資
格　
市
役
所
１
階
市

民
ホ
ー
ル
に
作
品
を
搬
入
（
12

月
12
・
26
日
午
後
４
時
30
分
～

５
時
30
分
）・搬
出（
12
月
19
日
、

平
成
27
年
１
月
９
日
午
後
４
時

～
５
時
）
で
き
る
、
市
内
に
在

住
か
通
勤
通
学
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
、
市
内
に
活
動
拠
点
の

あ
る
美
術
団
体
に
所
属
し
て
い

る
人
。

▽
定
員　
①
抽
選
８
人
②
抽
選

20
人
。

▽
申
込　
往
復
は
が
き
の
往
信

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

希
望
す
る
回
を
、
返
信
に
、
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
書
き
、

①
11
月
21
日
（
必
着
）
②
12
月

５
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
〒
320

‐
8540
市
役
所
文
化
課
☎（
632
）

２
７
６
３
へ
。

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
・

森
の
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

1
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト

▽
期
日　

平
成
27
年
６・
８
・

10・12
月
、平
成
28
年
１・３
月
。

▽
会
場　
市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ル
。

2
森
の
コ
ン
サ
ー
ト

▽
期
日　

平
成
27
年
４・
８
・

10
・
12
月
、
平
成
28
年
２
月
。

▽
会
場　
宇
都
宮
美
術
館
（
長

岡
町
）。

■
募
集
内
容　
室
内
楽
、合
唱
、

ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
。

■
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
。
①
市
内
に
在
住
か

通
勤
通
学
し
て
い
る
②
市
内
で

音
楽
活
動
し
て
い
る
③
本
市
出
身
。

■
申
込　
12
月
24
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
市
文
化
会
館
、
宇
都

宮
美
術
館
、
文
化
課
（
市
役
所

12
階
）
に
置
い
て
あ
る
募
集
要

項（
市

か
ら
も
取
り
出
し
可
）

に
必
要
事
項
を
書
き
、
演
奏
曲

２
曲
を
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
を
添
え

て
、
直
接
ま
た
は
送
付
で
、
〒

320‐8570
市
文
化
会
館
へ
。

問
市
文
化
会
館
☎（
636
）２
１
２

５
、
宇
都
宮
美
術
館
☎（
643
）０

１
０
０
、
文
化
課
☎（
632
）２
７

６
７

◎老人福祉センターすこやか荘でお祭り　▽日時　11 月７日（金）・８日（土）午前 10 時～午後３時▽会場　
すこやか荘（下砥上町）▽内容　講座生の作品展示・発表会、各種イベント、模擬店など。問すこやか荘
☎（648）7750
◎ありがとうございました（敬称略）　■社会福祉基金へ　▽大和ハウス工業宇都宮支店。問保健福祉総
務課☎（632）2919

お
知
ら
せ

おめでとう 20歳の門出　成人式は平成 27年 1月 11日（日）です
▽時間・会場　下の表の通り▽内容　式典・地域交流事業など▽対
象　平成 6 年 4 月 2 日～平成 7 年 4 月 1 日に生まれた人▽案内状　
11 月 1 日現在で市内に住民登録をしている人に、11 月中旬に案内
はがきを送付します▽その他　市内に住民登録がなく、本市での出
席を希望する人は、生涯学習課（市役所 13 階）、各   ・  に置い

てある新成人該当者届（市  からも取り出し可）に必要事項を書
き、12 月 26 日（必着）までに、送付またはファクス・E メールで、
〒 320‐8540 市役所生涯学習課、 （632）2675、 u4606@city.
utsunomiya.tochigi.jp へ。詳しくは、市  をご覧ください。
問生涯学習課☎（632）2678

■午前開催　時間：午前10時～正午。受け付けは午前9時30分～
中学校区など 会　　　　　場

旭中学校区 護国会館（陽西町）
陽南中学校区 宇都宮東武ホテルグランデ（本町）
星が丘中学校区／宇大附属中 宇都宮東武ホテルグランデ
陽東中学校区／宇東高附属中 ホテル東日本宇都宮（上大曽町）
宮の原中学校区／宇短大附属
中／文星芸大附属中 ホテルニューイタヤ（大通り２丁目）

瑞穂野中学校区 ヴィラ・デ・マリアージュ宇都宮
（西原町）

豊郷中学校区 ホテル東日本宇都宮
晃陽中学校区／富屋特別支援 ホテル丸治（泉町）
姿川中学校区 コンセーレ（駒生１丁目）
雀宮中学校区 二荒山会館（馬場通り１丁目）
鬼怒中学校区 ホテルマイステイズ宇都宮

（東宿郷２丁目）
上河内中学校区 ホテル東日本宇都宮
古里中学校区 ホテルニューイタヤ
河内中学校区／岡本特別支援 ホテルマイステイズ宇都宮

■午後開催　時間：午後2時～4時。受け付けは午後1時30分～
中学校区など 会　　　　　場

一条中学校区 護国会館
陽北中学校区／のざわ特別支
援／わかくさ特別支援 ホテル東日本宇都宮

陽西中学校区／作新学院中等
部／県立盲学校／県立聾学校
／宇大附属特別支援

ホテルニューイタヤ

泉が丘中学校区 ホテル東日本宇都宮
清原中学校区／海星女子学院中 二荒山会館
横川中学校区 ホテルマイステイズ宇都宮
国本中学校区 ホテル東日本宇都宮
城山中学校区 コンセーレ
宝木中学校区 宇都宮東武ホテルグランデ
若松原中学校区 宇都宮東武ホテルグランデ
田原中学校区 ホテルニューイタヤ
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今
度
、羽
黒
山
神
社
の
梵
天
祭
り
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
う
ん
だ
け

ど
、昔
か
ら
あ
る
お
祭
り
な
の
？

　
こ
の
羽
黒
山
神
社
の
梵
天
祭
り
は
、約
300
年
前
の
江
戸
時
代
に
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
。

　
へ
え
ー
、そ
う
な
ん
だ
。ど
ん
な
こ
と
を
す
る
お
祭
り
な
の
？

　
梵
天
祭
り
の「
梵
天
」っ
て
い
う
の
は
、つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
２
本
の
竹

の
先
に
房
を
付
け
た
、お
祭
り
の
時
に
神
様
を
招
く
目
印
に
な
る
も
の

な
ん
だ
。こ
れ
を
、そ
ろ
い
の
法
被
を
着
た
若
者
た
ち
が
、掛
け
声
に
合

わ
せ
て
担
ぎ
な
が
ら
、今
里
の
町
の
中
を
引
き
歩
い
た
後
、羽
黒
山
頂

上
の
神
社
に
納
め
る
た
め
に
山
頂
に
向
か
う
ん
だ
。神
社
に
着
く
と
梵

天
を
や
ぐ
ら
に
納
め
て
、秋
の
収
穫
を
祝
い
、縁
起
物
の
祝
い
餅
な
ど

が
ま
か
れ
る
ん
だ
よ
。そ
れ
に
、地
元
の
家
々
で
は
、梵
天
祭
り
の
た
め

の
ご
ち
そ
う
と
し
て「
鮎
の
な
れ
ず
し（
く
さ
れ
ず
し
）」を
作
る
習
わ

し
が
あ
る
ん
だ
よ
。

　
実
り
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
、神
様
と

一
緒
に
豊
作
を
祝
う
お
祭
り
な
ん
だ

ね
。こ
の
梵
天
祭
り
は
、毎
年
11
月

23・24
日
に
開
催
さ
れ
る
ん
だ
よ
ね
。

と
っ
て
も
楽
し
み
だ
な
！

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品・住所・氏名・ふりがな・応募する壇名を書き、毎月20日（消印有効）
までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。問広報広聴課☎（632）202837

ぜ
な

に
な

柳 壇 荒井宗明 選

女
子
会
の
留
守
は
夫
の
カ
ッ
プ
麺

●
南
町　
小
島　
澄
子

◎
選
評
　ど
う
い
う
訳
か
知
ら
な
い
が
、こ
の
ご
ろ
、女
性
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
活
発
で
あ
る
。称
し
て「
女
子
会
」と
言
う
そ
う
な

…
。実
体
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、学
校
時
代
、職
場
の
仲
間
、趣
味
の
仲
間
、気
の
合
う
友
人
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
、昼
食
を
挟
ん

で
集
ま
る
こ
と
が
多
い
。時
に
よ
っ
て
は
、グ
ル
ー
プ
に
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
た
の
で
出
掛
け
る
と
い
う
ほ
ど
活
発
で
あ
る
。そ
し

て
多
く
は「
ア
ラ
還
」の
年
代
だ
と
い
う
。い
よ
い
よ
女
性
時
代
の
到
来
か
も
し
れ
な
い
。

台
風
の
目
か
も
し
れ
な
い
妻
静
か

中
今
泉
５
丁
目　
丸
田　
　
守

香
水
の
香
り
漂
う
新
政
府

一
番
町　
石
田
武
三
郎

ハ
ン
ガ
ー
に
今
年
の
夏
が
ま
だ
下
が
り

鶴
田
町　
鈴
木
芙
美
子

内
構
え
だ
け
は
変
ら
ぬ
過
疎
の
村

峰
町　
岡
田　
俊
光

「
羽
黒
山
梵
天
祭
り
」に

　
　  

　つ
い
て
教
え
て

お 

し

　
う
つ
の
み
や
に
ま
つ
わ
る「
は
て
な
」を
ミ
ヤ

リ
ー
と
友
だ
ち
の
ハ
ッ
ピ
が
紹
介
す
る
よ
。

と
も

し
ょ
う
か
い

う
つ
の
み
や

う
つ
の
み
や

今月は
羽黒山梵天
祭り

こん

は ぐろ さん ぼん てん

まつ

げつ

こ
ん

ど

じ
ん
じ
ゃ

い

お
も

む
か
し

や
く

め
じ
る
し

ふ
さ

つ

と
き

か
み
さ
ま

ま
ね

さ
き

あ

ほ
ん

た
け

は
っ
ぴ

き

わ
か
も
の

い
ま

か
つ

お
さ

さ
ん

あ
き

し
ゅ
う
か
く

い
わ

じ
も
と

い
え
い
え

あ
ゆ

み
の

い
っ
し
ょ

ほ
う
さ
く

ま
い
と
し

が
つ

に
ち

か
い
さ
い

た
の

つ
く

な
ら

え
ん
ぎ
も
の

も
ち

む

ち
ょ
う

ざ
と

ま
ち

な
か

ひ

あ
る

ち
ょ
う

じ
ょ
う

か

ご
え

あ

ね
ん
ま
え

え

ど

じ

だ
い

は
じ

 歌 壇 安野登美子 選

道
端
に
咲
き
し
コ
ス
モ
ス
水
色
の

コ
ッ
プ
に
さ
し
て
朝
食
を
取
る

●
花
園
町　
礒　
　
京
子

◎
選
評
　道
の
ほ
と
り
に
咲
く
コ
ス
モ
ス
の
花
を
そ
っ
と
手
折
る
。「
水
色
の
コ
ッ
プ
に
さ
し
て
」多
分
白
か
淡
紅
色
の
花
か
、水
色
の

コ
ッ
プ
と
繊
細
な
コ
ス
モ
ス
の
花
が
似
合
う
。「
朝
食
を
取
る
」さ
ら
り
と
詠
む
結
句
に
、満
ち
足
り
た
作
者
の
表
情
が
見
え
る
。日

常
の
中
か
ら
詩
を
見
付
け
、声
調
よ
く
歌
い
上
げ
た
。

大
空
に
手
を
ひ
ろ
げ
た
る
鈴
生
り
の

百
日
紅
の
あ
か
夏
を
い
ろ
ど
る

御
幸
町　
藍
原
ミ
サ
子

遊
歩
道
行
き
過
ぎ
て
ま
た
引
き
返
す

金
木
犀
の
甘
き
香
に
酔
ふ

下
岡
本
町　
高
尾　
信
尚

突
然
に
今
日
か
ら
秋
と
威
張
る
ご
と

線
引
き
さ
れ
て
猛
暑
は
終
わ
る

下
田
原
町　
五
十
嵐
由
美
子

夕
暮
れ
に
塒
に
帰
る
烏
群
れ
ゆ
っ
く

り
休
め
と
西
空
眺
む

下
荒
針
町　
澤
田　
宗
一

文
化
・
教
養

ス
ポ

ツ

俳 壇 星田一草 選

数
体
の
野
良
着
の
似
合
ふ
案
山
子
か
な

●
若
草
４
丁
目　
滝
田　
　
憬

◎
選
評
　最
近
は
人
気
ア
ニ
メ
の
主
人
公
な
ど
、お
ど
け
た
着
飾
っ
た
案
山
子
が
見
ら
れ
て
楽
し
い
が
、山
野
に
立
つ
に

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。掲
句
は
幾
つ
か
の
野
良
着
を
着
け
た
案
山
子
に
風
情
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。案
山
子
は
や
っ
ぱ

り
野
良
着
、墨
で
書
か
れ
た
へ
の
へ
の
も
へ
じ
の
顔
が
懐
か
し
い
。

命
綱
つ
け
て
樹
木
医
松
手
入

下
岡
本
町　
荒
川　
玲
子

秋
風
の
去
り
て
ゆ
つ
く
り
老
い
が
来
る

江
曽
島
町　
長
谷
川　
昇

縋
る
手
の
な
き
朝
顔
の
蔓
宙
を
這
ふ

平
松
本
町　
伊
藤　
　
安

コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
て
お
茶
目
な
ラ
ン
ド
セ
ル

下
栗
町　
大
塚　
榮
子

か

か

し

ハッピハッピ ミヤリーミヤリーミヤリー


